
 

 

講演後に参加者の感想を聴く山内栃木県本部委員長（右） 

講演は非常に分かり易い内容でしたがトラック

部会の参加者が少なかったことが残念でした。 
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建交労全国トラック部会は 4月 21日 18:30「ダンプナンバ

ー問題学習会」を建交労中央本部で開催、北海道から九州ま

でのオンライン参加 50 名余を中心に 60 名を超える仲間が参

加しました。神奈川県南支部からは小島委員長と赤羽が参加

しています。学習会は開催の主旨説明などを含めて全国トッ

ク部会の鈴木事務局長の司会で進行しました。 

今回の学習会の主旨は今年 4月 1日に施行された「トラック適正化 2法」にともない、これまで自家

用ダンプをもって建設現場で働いてきた車持ち労働者が白ナンバ

ーであることのみを理由に業務から排除されている誤りや原因を

トラックの仲間が理解しダンプ労働者との共同をはかることなど

にあります。その状況も踏まえ主催者の足立部会長（中央執行委

員長）は「米国・イスラエルによる無法なイラン攻撃が国民生活

はもちろん、ダンプやトラック労働者の労働環境悪化にも拍車を

主催者として挨拶をする足立部会長 かけている」として共通する課題の克服などを呼びかけました。 

学習会講師は長年全国ダンプ専従者として活動を続ける栃木県本部の山内健人委員長が務めました。

山内委員長は冒頭で、車持ちダンプ労働者が抱える問題になじみが薄いトラックの仲間にも理解し易

いようにと、ダンプ労働者が抱えきた（ている）歴史的な背景から解き明かしていきました。 

歴史的な問題の第一は、国会が 60年以上前（昭和 38年）から日本の高度経済成長に伴って建設現場

で急増していた白ナンバートラック（ダンプ）の問題点を認識しながら法整備を怠ってきたこと（立

法の不作為）。第二は、総理府・運輸省・労働省（当時）などが白ナンバーダンプの問題点（違法性）

を承知しながら「合法」とこじつけて放置してきたこと（行政の不作為）。また、この背景にはゼネコ

ン中心の建設業界に「安上がりのダンプ労働者を温存する」思惑が働いていた（る）と指摘しました。 

最後に山内委員長は、車持ちダンプ労働者の苛酷な労働実態に触れ「車持ちダンプ労働者排除の撤

回とともに、法整備を含め安心して働ける職業に

する運動を展望していきたい。ダンプ・トラック

の苛酷な労働環境の原因は財界・大企業による物

流コスト削減戦略にある。今回の学習会を通じて

同じ建交労の仲間として相互理解を深め共同の運

動をすすめたい」締め括りました。 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

ダンプナンバー問題学習会６０名超が参加 

トラック＆ダンプ共同で困難を克服しよう！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/

